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(57)【要約】
【課題】狭額縁化の要求に応えることができる液晶表示
装置を提供することを目的とする。
【解決手段】第１基板１２の一辺が第２基板１４の一辺
から突出し、第１基板１２の三辺と第２基板１４の三辺
が揃うように、第１基板１２及び第２基板１４は配置さ
れている。液晶表示パネル１０は、第１基板１２及び第
２基板１４の三辺のうち隣同士の二辺にそれぞれ挟まれ
た一対の第１角部２０と、第１基板１２の一辺の両側に
位置する一対の第２角部２２と、を有する。画素領域２
４は、矩形の平面形状を有し、液晶表示パネル１０の一
対の第１角部２０にそれぞれ対向する一対の第３角部２
６と、液晶表示パネル１０の一対の第２角部２２にそれ
ぞれ対向する一対の第４角部２８と、を有する。粘着部
材４４は、液晶表示パネル１０の一対の第１角部２０に
、画素領域２４の一対の第３角部２６と重複するように
設けられている。
【選択図】図５
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　画像を表示するための複数の画素が配列された画素領域を有する液晶表示パネルと、
　前記液晶表示パネルに光を供給するバックライトと、
　前記バックライトを内側に配置して前記液晶表示パネルを上に載せるフレームと、
　前記液晶表示パネルと前記フレームを粘着させる粘着部材と、
　を有し、
　前記液晶表示パネルは、相互に重ねられた第１基板及び第２基板を含み、
　前記第１基板及び前記第２基板は、それぞれ大きさの異なる矩形の平面形状を有し、
　前記第１基板の一辺が前記第２基板の一辺から突出し、前記第１基板の三辺と前記第２
基板の三辺が揃うように、前記第１基板及び前記第２基板は配置され、
　前記液晶表示パネルは、前記第１基板及び前記第２基板の前記三辺のうち隣同士の二辺
にそれぞれ挟まれた一対の第１角部と、前記第１基板の前記一辺の両側に位置する一対の
第２角部と、を有し、
　前記画素領域は、矩形の平面形状を有し、前記液晶表示パネルの前記一対の第１角部に
それぞれ対向する一対の第３角部と、前記液晶表示パネルの前記一対の第２角部にそれぞ
れ対向する一対の第４角部と、を有し、
　前記粘着部材は、前記液晶表示パネルの前記一対の第１角部に、前記画素領域の前記一
対の第３角部と重複するように設けられていることを特徴とする液晶表示装置。
【請求項２】
　請求項１に記載された液晶表示装置において、
　前記粘着部材は、前記一対の第３角部のそれぞれで３つ以上の前記画素と重複すること
を特徴とする液晶表示装置。
【請求項３】
　請求項１又は２に記載された液晶表示装置において、
　前記粘着部材が前記一対の第３角部のそれぞれで重複する前記画素の数が同じであるこ
とを特徴とする液晶表示装置。
【請求項４】
　請求項１又は２に記載された液晶表示装置において、
　前記粘着部材が前記一対の第３角部のそれぞれで重複する前記画素の数が異なることを
特徴とする液晶表示装置。
【請求項５】
　請求項１から４のいずれか１項に記載された液晶表示装置において、
　前記第１基板に貼り付けられた偏光板をさらに有し、
　前記粘着部材は、前記偏光板と重なるように設けられていることを特徴とする液晶表示
装置。
【請求項６】
　請求項１から４のいずれか１項に記載された液晶表示装置において、
　前記第１基板に貼り付けられた偏光板をさらに有し、
　前記偏光板は、前記一対の第１角部を避けて配置され、
　前記粘着部材は、前記偏光板を避けて前記第１基板に粘着することを特徴とする液晶表
示装置。
【請求項７】
　請求項１から６のいずれか１項に記載された液晶表示装置において、
　前記粘着部材は、前記液晶表示パネルの前記一対の第２角部にも設けられていることを
特徴とする液晶表示装置。
【請求項８】
　請求項１から７のいずれか１項に記載された液晶表示装置において、
　前記画素領域の前記一対の第３角部で前記粘着部材と重複する前記画素は、前記画像の
一部を構成するように制御されることを特徴とする液晶表示装置。
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【請求項９】
　請求項１から７のいずれか１項に記載された液晶表示装置において、
　前記画素領域の前記一対の第３角部で前記粘着部材と重複する前記画素は、常時、黒表
示となるように制御されることを特徴とする液晶表示装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、液晶表示装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　液晶表示パネルと金属フレームの間に樹脂フレームを配置した構造の液晶表示装置が知
られている（特許文献１）。金属フレームは、液晶表示パネルの保護を図り、樹脂フレー
ムは、液晶表示パネルと金属フレームが直接接触することを防止する緩衝部材の役目を果
たしている。特許文献２には、液晶表示パネルの四隅に緩衝材を設けて保持することが開
示され、特許文献３には、液晶表示パネルの四隅の外側で端面に当接する保持部を設ける
ことが開示されている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開２００９－３１７５３号公報
【特許文献２】特開平８－１７９２８８号公報
【特許文献３】特開２０００－２９００３号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　液晶表示パネルと樹脂フレームは両面テープで固定されている。詳しくは、液晶表示パ
ネルのガラス基板の端部を避けるように偏光板が貼り付けられており、そのガラス基板の
端部に両面テープが配置されている。この構造では、ガラス基板の端部に両面テープを貼
り付けるための領域が必要であるため、液晶表示パネルの周縁領域を小さくする狭額縁化
の要求に応えるには限界がある。また、特許文献２の構造でも緩衝材を設けるために周縁
領域を広くする必要があり、狭額縁化の要求に応えることができない。これに対して、特
許文献３の構造では、液晶表示パネルの周囲に保持部を配置するため広いスペースを占有
することになり、装置の小型化ができなくなるので、狭額縁化の本来の意義を失ってしま
う。
【０００５】
　本発明は、狭額縁化の要求に応えることができる液晶表示装置を提供することを目的と
する。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　（１）本発明に係る液晶表示装置は、画像を表示するための複数の画素が配列された画
素領域を有する液晶表示パネルと、前記液晶表示パネルに光を供給するバックライトと、
前記バックライトを内側に配置して前記液晶表示パネルを上に載せるフレームと、前記液
晶表示パネルと前記フレームを粘着させる粘着部材と、を有し、前記液晶表示パネルは、
相互に重ねられた第１基板及び第２基板を含み、前記第１基板及び前記第２基板は、それ
ぞれ大きさの異なる矩形の平面形状を有し、前記第１基板の一辺が前記第２基板の一辺か
ら突出し、前記第１基板の三辺と前記第２基板の三辺が揃うように、前記第１基板及び前
記第２基板は配置され、前記液晶表示パネルは、前記第１基板及び前記第２基板の前記三
辺のうち隣同士の二辺にそれぞれ挟まれた一対の第１角部と、前記第１基板の前記一辺の
両側に位置する一対の第２角部と、を有し、前記画素領域は、矩形の平面形状を有し、前
記液晶表示パネルの前記一対の第１角部にそれぞれ対向する一対の第３角部と、前記液晶
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表示パネルの前記一対の第２角部にそれぞれ対向する一対の第４角部と、を有し、前記粘
着部材は、前記液晶表示パネルの前記一対の第１角部に、前記画素領域の前記一対の第３
角部と重複するように設けられていることを特徴とする。本発明によれば、粘着部材を画
素領域の一部に重なるように設けるので、周縁領域が狭くなった液晶表示パネルであって
もこれをフレームに貼り付けることができる。
【０００７】
　（２）（１）に記載された液晶表示装置において、前記粘着部材は、前記一対の第３角
部のそれぞれで３つ以上の前記画素と重複することを特徴としてもよい。
【０００８】
　（３）（１）又は（２）に記載された液晶表示装置において、前記粘着部材が前記一対
の第３角部のそれぞれで重複する前記画素の数が同じであることを特徴としてもよい。
【０００９】
　（４）（１）又は（２）に記載された液晶表示装置において、前記粘着部材が前記一対
の第３角部のそれぞれで重複する前記画素の数が異なることを特徴としてもよい。
【００１０】
　（５）（１）から（４）のいずれか１項に記載された液晶表示装置において、前記第１
基板に貼り付けられた偏光板をさらに有し、前記粘着部材は、前記偏光板と重なるように
設けられていることを特徴としてもよい。
【００１１】
　（６）（１）から（４）のいずれか１項に記載された液晶表示装置において、前記第１
基板に貼り付けられた偏光板をさらに有し、前記偏光板は、前記一対の第１角部を避けて
配置され、前記粘着部材は、前記偏光板を避けて前記第１基板に粘着することを特徴とし
てもよい。
【００１２】
　（７）（１）から（６）のいずれか１項に記載された液晶表示装置において、前記粘着
部材は、前記液晶表示パネルの前記一対の第２角部にも設けられていることを特徴として
もよい。
【００１３】
　（８）（１）から（７）のいずれか１項に記載された液晶表示装置において、前記画素
領域の前記一対の第３角部で前記粘着部材と重複する前記画素は、前記画像の一部を構成
するように制御されることを特徴としてもよい。
【００１４】
　（９）（１）から（７）のいずれか１項に記載された液晶表示装置において、前記画素
領域の前記一対の第３角部で前記粘着部材と重複する前記画素は、常時、黒表示となるよ
うに制御されることを特徴としてもよい。
【図面の簡単な説明】
【００１５】
【図１】本発明の実施形態に係る液晶表示装置の平面図である。
【図２】図１に示す液晶表示装置のII－II線断面図である。
【図３】図１に示す液晶表示装置のIII－III線断面図である。
【図４】画素領域の詳細を示す図である。
【図５】液晶表示パネルの裏面を示す図である。
【図６】本発明の実施形態に係る液晶表示装置の変形例を示す図である。
【発明を実施するための形態】
【００１６】
　以下、本発明の実施形態について図面を参照して説明する。
【００１７】
　図１は、本発明の実施形態に係る液晶表示装置の平面図である。図２は、図１に示す液
晶表示装置のII－II線断面図である。図３は、図１に示す液晶表示装置のIII－III線断面
図である。
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【００１８】
　液晶表示装置は、液晶表示パネル１０を有する。液晶表示パネル１０は、相互に重ねら
れた第１基板１２及び第２基板１４を含む。第１基板１２及び第２基板１４は、ガラスな
どの光透過性基板からなり、両者間には図示しない液晶が介在する。第１基板１２は、図
示しない薄膜トランジスタ、画素電極及び配線などを含むＴＦＴ（Thin Film Transistor
）基板（又はアレイ基板）であり、第２基板１４はカラーフィルタ基板である。液晶表示
パネル１０の駆動方式は、IPS（In Plane Switching）方式、TN（Twisted Nematic）方式
又はVA（Vertical Alignment）方式などいずれの方式であってもよく、方式に応じた電極
及び配線が形成される。
【００１９】
　第１基板１２及び第２基板１４は、それぞれ大きさの異なる矩形の平面形状を有する。
第１基板１２の一辺（図１で下側の辺）が第２基板１４の一辺から突出する。第１基板１
２の第２基板１４から突出した部分には、液晶を駆動するためのドライバ回路を内蔵する
集積回路チップ１６が搭載され、フレキシブル配線基板１８が取り付けられている。
【００２０】
　第１基板１２の残りの三辺と、第２基板１４の残りの三辺は、揃うように（又は重なる
ように）配置されている。液晶表示パネル１０は、第１基板１２及び第２基板１４の三辺
（揃って配置された三辺）のうち隣同士の二辺にそれぞれ挟まれた一対の第１角部２０を
有する。また、液晶表示パネル１０は、第１基板１２の一辺（突出した辺）の両側に位置
する一対の第２角部２２を有する。
【００２１】
　液晶表示パネル１０は、画像を表示するための複数の画素が配列された画素領域２４を
有する。画素領域２４は、矩形の平面形状を有する。画素領域２４は、液晶表示パネル１
０の一対の第１角部２０にそれぞれ対向する一対の第３角部２６を有する。画素領域２４
は、液晶表示パネル１０の一対の第２角部２２にそれぞれ対向する一対の第４角部２８を
有する。
【００２２】
　図４は、画素領域２４の詳細を示す図である。画素領域２４には回路が形成されている
。回路は、共通電極ＣＴ及び画素電極ＰＸを有し、画素電極ＰＸへの信号を薄膜トランジ
スタＴＦＴによって制御するようになっている。画素電極ＰＸへは、信号線ＤＬから信号
が入力される。複数の画素電極ＰＸが複数の画素に対応する。
【００２３】
　第１基板１２には、偏光板３０が貼り付けられている。偏光板３０は、一対の第１角部
２０を避けて配置されている（図３参照）。また、第２基板１４にも偏光板３２が貼り付
けられている。
【００２４】
　液晶表示装置は、液晶表示パネル１０に光を供給するバックライト３４を有する。図２
及び図３には、バックライト３４の一部である導光板３６及び光学シート３８が示されて
いる。導光板３６は、点光源としての発光ダイオード（図示せず）の光を面光源に変換し
て液晶表示パネル１０に照射するためのものである。光学シート３８は、拡散シート及び
プリズムシートなどを含む。また、導光板３６の下（光学シート３８群とは反対側）には
反射シート４０が配置されている。導光板３６から反射シート４０の方向に出た光は、反
射シート４０で反射されて導光板３６に戻る。
【００２５】
　液晶表示装置は、例えば樹脂からなるフレーム４２を有する。フレーム４２は、枠状を
なして内側にバックライト３４が配置される。また、フレーム４２の上に液晶表示パネル
１０が載せられている。導光板３６の上面が液晶表示パネル１０を向いて、面発光した光
が液晶表示パネル１０に入るようになっている。
【００２６】
　液晶表示装置は、粘着部材４４（例えば両面テープ）を有する。粘着部材４４は、液晶
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面（フレーム４２側の面）に貼り付けられている。粘着部材４４は、遮光性を有する。
【００２７】
　図５は、液晶表示パネルの裏面を示す図である。粘着部材４４は、液晶表示パネル１０
の一対の第１角部２０に、画素領域２４の一対の第３角部２６と重複するように設けられ
ている。１つの第１角部２０から１つの第３角部２６にわたって連続的に粘着部材４４が
設けられる。図５に示す粘着部材４４は、第１角部２０の形状に対応して三角形になって
いるが、形状に制約はない。粘着部材４４は、偏光板３０を避けて第１基板１２に粘着す
る。図５の例では、粘着部材４４は、液晶表示パネル１０の一対の第２角部２２にも設け
られている。
【００２８】
　粘着部材４４は、一対の第３角部２６のそれぞれで３つ以上の画素（図４に示す画素電
極ＰＸ）と重複してもよい。粘着部材４４が一対の第３角部２６のそれぞれで重複する画
素の数は、同じであってもよいし、異なっていてもよい。
【００２９】
　画素領域２４の一対の第３角部２６で粘着部材４４と重複する画素は、画像の一部を構
成するように制御されてもよい。ただし、粘着部材４４によって光が遮断されるので、そ
の部分の画素は見えない。あるいは、画素領域２４の一対の第３角部２６で粘着部材４４
と重複する画素は、常時、黒表示となるように制御されてもよい。
【００３０】
　本実施形態によれば、粘着部材４４を画素領域２４の一部に重なるように設けるので、
周縁領域が狭くなった液晶表示パネル１０であってもこれをフレーム４２に貼り付けるこ
とができる。
【００３１】
　図６は、本発明の実施形態に係る液晶表示装置の変形例を示す図である。この例では、
粘着部材１４４は、偏光板１３０と重なるように設けられている。したがって、偏光板１
３０は、第１基板１２の一対の第１角部２０に至るように貼り付けられる。その他の構成
は、上記実施形態で説明した内容が該当する。
【００３２】
　本発明は、上述した実施形態に限定されるものではなく種々の変形が可能である。例え
ば、実施形態で説明した構成は、実質的に同一の構成、同一の作用効果を奏する構成又は
同一の目的を達成することができる構成で置き換えることができる。
【符号の説明】
【００３３】
　１０　液晶表示パネル、１２　第１基板、１４　第２基板、１６　集積回路チップ、１
８　フレキシブル配線基板、２０　第１角部、２２　第２角部、２４　画素領域、２６　
第３角部、２８　第４角部、３０　偏光板、３２　偏光板、３４　バックライト、３６　
導光板、３８　光学シート、４０　反射シート、４２　フレーム、４４　粘着部材、１３
０　偏光板、１４４　粘着部材。
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